
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

四
月
一
日
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

今
議
会
に
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
条
例
」
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、

本
会
議
で
は
圧
倒
的
多
数
（
み
な

と
か
が
や
き
・
湯
原
議
員
が
反
対
）

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
対

象
で
あ
る
就
学
前
の
幼
児
が
い
る

家
庭
に
は
、
三
月
末
ま
で
に
医
療

証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

今
年
小
学
二
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に

は
、
一
月
下
旬
か
ら
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
申
請
書
に
記
入
の

上
、
区
役
所
や
支
所
な
ど
へ
届
け

る
か
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
医
療
証
（
左
図
）
が
利
用

で
き
る
の
は
、
都

内
の
医
療
機
関
の

み
で
す
。
道
府
県

の
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
場
合
は
、

領
収
書
（
医
療
証

と
一
緒
に
配
付
）
を
も
ら
っ
て
、

区
の
窓
口
に
提
出
し
、
還
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
食
事
療
養
費
は
保
険
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
領
収
書

を
も
ら
い
区
の
窓
口
に
提
出
し
た

後
、
還
付
さ
れ
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
増
え

て
お
り
、
猫
に
対
す
る
苦
情
な

ど
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
宅
の
近
く
で
え
さ
を
や
る

人
が
い
て
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
声
が
あ
る
一
方
で
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
を
保
護
し
て
い
る

方
な
ど
、
猫
と
の
関
わ
り
方
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

猫
を
世
話
す
る
際
の
ル
ー
ル

や
、
地
域
で
暮
ら
す
猫
に
対
す

る
共
通
認
識
な
ど
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
つ
く
っ
て
、
人
と
猫

が
共
存
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
は
去
勢
、
不
妊
手
術
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
区

は
不
妊
手
術
の
費
用
を
一
部
助

成
し
て
い
ま
す
が
、
一
九
九
六

年
度
の
四
〇
二
頭
を
最
高
に
助

成
対
象
頭
数
を
減
ら
し
て
い
ま

す
。「
助
成
頭
数
を
増
や
す
こ
と
」
、

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
助
成

に
つ
い
て
は
全
額
助
成
」
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
長
は
、

「
区
民
の
要
望
を
ふ
ま
え
実
情

に
あ
わ
せ
て
助
成
す
る
、
全
額

補
助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
」
と
答
弁
。

引
き
続
き
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（１） ２００５年１月号

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

熊
田
ち
づ
子

２００５年１月
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無
料
生
活
相
談

毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
ま
す

区

政

報

告

小
２
～
中
３
の
保
護
者
に
申
請
書
郵
送

小
１
以
下
は
医
療
証
を
郵
送

第
四
回
定
例
会
は
十
一
月
二
五
日
か
ら
十
二
月
三
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
の
主
な
質
問
で
す
。

引
き
続
き
実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

特
別
区
国
民
健
康
保
険
課
長

会
の
「
統
一
保
険
料
方
式
の
あ

り
方
検
討
会
」
で
は
、
来
年
度

の
保
険
料
を
所
得
割
の
料
率
を

百
分
の
二
百
十(

二
〇
〇
四
年
度

は
百
分
の
二
百
八)

、
所
得
に
か

か
わ
り
な
く
世
帯
人
数
に
よ
り

課
せ
ら
れ
る
均
等
割
額
を
三
万

千
百
円(

〇
四
年
度
は
三
万
二
百

円)

と
、
試
算
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
や
賃
下
げ
、
就
職

難
な
ど
で
区
民
生
活
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
く
り
返
さ
れ
る
国

保
料
値
上
げ
に
よ
り
区
内
の
国

保
加
入
世
帯
の
三
七
％
近
く
が

滞
納
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
短
期

証(

有
効
期
限
が
短
い
保
険
証)

発
行
は
八
百
七
世
帯
、
資
格
証

明
書(

保
険
証
を
回
収
し
、
代
わ

り
に
渡
す)

発
行
が
五
百
三
十
一

世
帯
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
今

で
も
国
保
料
が
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
区
民
が
増
え
て
い
る
中
で
、

こ
れ
以
上
、
値
上
げ
さ
れ
た
ら
、

ま
す
ま
す
払
え
な
い
区
民
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
港

区
の
被
保
険
者
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
保
険
料
の
値
上
げ
に

は
、
ぜ
ひ
反
対
し
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
ま
し
た
。

武
井
区
長
は
、
「
申
し
入
れ

の
趣
旨
は
分
か
り
ま
し
た
。
国

民
健
康
保
険
は
安
定
し
て
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
今

後
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
べ
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料

区
民
は
払
え
な
い

区
長
会
で
値
上
げ
反
対
を

党
港
区
議
団
が
区
長
に
要
請

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
協
議
す
る
特
別
区
長
会
総

会
を
前
に
、
日
本
共
産
党
港
区
議
団
は
十
二
月
二
日
、
武
井
雅
昭
区

長
に
対
し
、
値
上
げ
に
反
対
す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
十
六
日
開
か
れ
た
、
区
長
会
総
会
で
05
年
度
か
ら
、
均
等

割
額
を
一
九
〇
〇
円
値
上
げ
し
、
年
額
三
万
二
千
百
円
に
す
る
基
本

料
率
を
発
表
し
ま
し
た
。
二
十
三
区
の
国
保
料
は
統
一
保
険
料
方
式

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
区
民
生
活
が
よ
り

深
刻
化
し
ま
す
。
区
に
値
上
げ
し
な
い
よ
う
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

「
猫
飼
育
ル
ー
ル
」
の
創
設
を

武井区長(中央)に申し入れる党区議団

委員会で質問する、熊田区議



東
麻
布
１ｰ

８ｰ

７
に
株
式
会

社
シ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
計
画

し
て
い
る
、
「
東
麻
布
１
丁
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
」
は
、
総

合
設
計
制
度
を
活
用
し
、
地
下

１
階
、
地
上
28
階
で
最
高
の
高

さ
が
九
七
・
五
五
ｍ
と
、
こ
の

地
域
に
は
な
い
超
高
層
建
築
で

す
。計
画
地
は
容
積
が
四
〇
〇
と

六
〇
〇
の
準
商
業
地
域
と
商
業

地
域
で
、
総
合
設
計
で
な
く
て

も
十
分
な
規
模
の
建
築
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
計
画
で

は
、
総
合
設
計
制
度
を
採
用
し
、

歩
道
状
空
地
や
広
場
状
空
地
を

確
保
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
容
積

が
上
積
み
さ
れ
ま
す
。

28
階
の
超
高
層
ビ
ル
が
建
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
へ
は
日

影
、
風
害
被
害
、
電
波
障
害
、

超
高
層
建
築
物
に
よ
る
熱
の
放

出
、
都
市
型
水
害
に
よ
る
水
害

被
害
な
ど
（
近
年
こ
の
地
域
で

も
、
都
市
型
水
害
に
よ
る
水
害

被
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
）

広
範
な
地
域
で
、
多
く
の
被
害

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
超
高
層
建
築
物
に
よ
り

工
期
が
長
期
間
に
及
び
、
工
事

に
よ
る
隣
接
住
民
へ
の
騒
音
振

動
に
よ
る
影
響
も
多
大
に
な
り

ま
す
。
地
域
で
は
、
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
十
二
月
九
日
、
区

長
に
八
一
〇
名
の
署
名
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

２００５年１月号

特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
つ
き
ま
す

幼
稚
園
に
も
設
置
決
ま
る

小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
、

幼
稚
園
の
遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
た
め
の
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
・
幼
稚
園
関
係
者
か
ら

も
設
置
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
党

区
議
団
が
機
会
あ
る
毎
に
設
置

を
求
め
て
き
た
こ
と
が
実
っ
た

も
の
で
す
。

小
・
中
学
校
の
理
科
室
や
家

庭
科
室
な
ど
94
教
室
に
設
置
さ

れ
ま
す
。

幼
稚
園
は
五
園
の
遊
戯
室
の

み
の
計
画
で
、
保
育
室
へ
は
設

置
さ
れ
ま
せ
ん
。
総
務
委
員
会

で
熊
田
は
「
今
年
の
夏
は
、
特

に
暑
く
、
午
前
中
か
ら
気
温
が

上
昇
、
子
ど
も
た
ち
は
シ
ャ
ワ
ー

で
も
浴
び
た
よ
う
に
汗
を
か
い

て
保
育
室
で
過
ご
し
て
い
る
。

体
温
調
節
が
未
熟
な
子
ど
も
た

ち
が
過
ご
す
保
育
室
に
何
故
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
な
い
の
か
」

と
質
問
、
他
会
派
の
委
員
も
同

調
、
助
役
が
「
幼
稚
園
の
空
調

機
設
置
に
つ
い
て
は
、
問
題
の

所
在
を
受
け
止
め
迅
速
に
対
応

す
る
」
と
答
弁
、
総
務
委
員
会

と
し
て
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
総
務
委
員
会
で
の
助

役
の
答
弁
を
受
け
、
保
育
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実
現
す
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

ま
た
、
赤
坂
中
高
生
プ
ラ
ザ
の

体
育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

「紛
争
予
防
条
例
の
改
正
」、
「ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
・管
理
条
例
」可
決

住
民
と
党
区
議
団
の
こ
れ
ま
で
の
提
案
が
活
か
さ
れ
る

中越大震災･台風･豪雨の救援募金

あたたかいご支援
ありがとうございます。

全国から日本共産党に

寄せられた募金総額

被災地で活動したボランティア：１２、０９０人

引き続きご協力

をお願いします

熊田ちづ子

(3583)1402

くぼた光

(3455)4533

↑党支部の人たちと中越地震支援

募金を訴える、くぼた前都議

:１億９千万円

東
麻
布
に
超
高
層
ビ
ル
計
画
？

福
祉
会
館
の
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
新
し
く
し
て

高
す
ぎ
る
固
定
資
産
税
を
引
き
下
げ
よ

小
規
模
非
住
宅
用
地
の
減
免
な
ど
を
継
続
す
る
よ
う

国
・
都
へ
要
望
―
―
中
央
、
港
の
議
会
と
行
政
、
請
願
団
体
な
ど

十
二
月
六
日
、
高
い
固
定
資

産
税
の
引
き
下
げ
と
、
各
種
減

免
措
置
の
継
続
を
求
め
て
国
と

東
京
都
に
陳
情
行
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
陳
情
し
た
の
は
、
港

区
と
中
央
区
、
両
議
会
、
そ
し

て
減
額
運
動
を
行
っ
て
い
る

「
高
い
固
定
資
産
税
か
ら
営
業

と
住
ま
い
を
守
る
会
」
、
「
青

色
申
告
会
」
の
代
表
の
方
々
な

ど
で
す
。

東
京
都
は
来
年
度
以
降
の
二

割
減
免
な
ど
の
継
続
は
ま
だ
表

明
し
て
い
ま
せ
ん
。
世
論
も
広

め
て
減
免
制
度
の
継
続
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
区
議
会
に
は
、
建
築

問
題
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
請
願

が
多
数
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
本
会
議
や
委
員
会
な

ど
で
具
体
的
な
提
案
も
含
め
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
条
例
改
正
な

ど
を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

「
紛
争
予
防
条
例
」
の
主
な
改
正

点
は
標
識(

お
知
ら
せ
看
板)

設
置

の
早
期
化
、
説
明
会
の
開
催
義
務

の
明
文
化
と
開
催
期
日
の
指
定
、

建
築
主
の
説
明
会
へ
の
原
則
出
席
、

話
し
合
う
機
会
の
確
保
な
ど
で
す
。

「
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
条

例
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
指
導
要

領
」
だ
っ
た
も
の
を
条
例
化
し
、

指
導
を
強
め
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
住
戸
占
用
面
積
が
三
十
七
㎡

以
下
の
住
戸
が
七
戸
以
上
あ
る
共

同
住
宅
を
対
象
と
す
る
、
住
戸
占

用
面
積
は
二
十
㎡
～
二
十
五
㎡
を

最
低
基
準
と
す
る
、
総
戸
数
三
十

戸
以
上
は
家
族
向
け
住
宅
併
設
の

義
務
、
引
っ
越
し
等
に
運
送
の
車

が
停
車
で
き
る
駐
車
施
設
の
確
保
、

建
築
完
了
届
け
の
義
務
、
総
戸
数

三
十
戸
以
上
は
日
中
八
時
間
・
週

五
日
以
上
の
管
理
人
の
駐
在
義
務
、

建
築
・
管
理
の
報
告
書
提
出
義
務

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
方
々
か
ら

要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

福
祉
会
館
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
、

ど
の
館
も
大
変
な
人
気
で
大
勢
の

高
齢
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
機
械
が
古
い
た
め
職
員
の

手
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
三
年

に
購
入
し
た
機
械
が
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
教
室

の
途
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
も
多
く
「
カ
ラ
オ
ケ
の
機
械

を
新
し
く
し
て
」
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
区
も

「
順
次
新
し
い
機
種
に
取
り
替
え

て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
く
ぼ
た
都
議
と
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
視
察
し
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
直
接
要
望

を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
一
生
懸
命
課
題
曲
を
練
習
し
て

い
る
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
楽
し
い
で
す
。

こ
こ
に
来
れ
ば
み
ん
な
と
お
話
が

で
き
元
気
に
な
り
ま
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
希
望
に
応
え
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

（２）

ご要望をうかがう､くぼた前都議


